
平成21年度「地球環境基金助成団体活動報告会」【報告】 

 

(1) 目的・趣旨 
環境 NGO・NPO の活動は多岐にわたり、活動地域、活動対象、活動規模も様々ですが、

活動を展開する上で、活動の効率化、広報戦略などについての共通的な悩みを抱えてい

ます。このため、地球環境基金の助成を受けて 2 年目となる団体が活動内容を発表し、

外部専門家のアドバイスを受けつつ、互いに議論することによって、今後の活動をより

良くしていくための「インプット＝気づき」の場として、地球環境基金助成団体活動報

告会を実施しました。 

 

(2) 開催概要 
日時：平成 21 年 10 月 17 日(土)～18 日(日) 10：00～17：00 

会場：日本青年館５０１会議室 他（東京都新宿区霞ヶ丘町 7-1） 

対象者：環境 NGO・NPO で活動するメンバー、環境 NGO・NPO で活動を志す学生等 

参加人数：17 日-61 人、18 日-57 人 

開催プログラム：全体会と分野別の分科会の二部構成とし、全体会では、NGO・NPO の共

通の課題であるコミュニケーションについての講演、分科会で助成団体

の活動報告を行いました。 

 

(3) 全体会概要 
１日目 

講演：「伝える力を UP しよう～IT を活用した情報発信」 

 講師：飯島 圭一（マイクロソフト㈱エクゼクティブプロダクトマネージャー） 

（概要）：プレゼンテーションにおける目的は、人を動かすことにあり、説明をするこ

とではない。シンプルかつ具体的なストーリーを時間をかけて考え、パワーポイント

を上手に使って、短時間で見た目にも美しいプレゼンテーションを作る必要がある。 

 

２日目 

ファシリテーター：中野 民夫（㈱博報堂コーポレートコミュニケーション局 PR 部 CC

ディレクター） 

講演１：「商品を通じたキャンペーン活動によるコミュニケーション～商品の売り上げの

一部でユニセフの途上国支援活動をサポートする～」 

講師：今 敏之（王子ネピア株式会社 nepia 千のトイレプロジェクトリーダー） 

 

講演２：「社会ニーズに対応する地域密着型コミュニケーション～震災をきっかけとした

看護・福祉・保健の連携～」 

講師：山﨑 達枝（特定非営利活動法人 災害看護支援機構 理事長） 

 

(4) 分科会 
「自然環境保全」「循環型社会形成等」「国際環境協力等」「環境教育等」「地球温暖化防

止」の活動分野毎に５つの分科会に分かれて、活動報告とディスカッションを行いまし



た。各分科会にはアドバイザーを配置し、活動のマネージメント等についてのアドバイ

スをいただきました。 

 各分科会の討議内容を総括すると、「目的・目標の明確化」「成果の情報発信」「連携体

制づくり」などが、NGO・NPO における主要かつ共通した取り組み課題となっているとい

えます。特に、連携体制づくりについては、団体間のネットワークやその構築のための枠

組みづくりを、地球環境基金の助成活動を通してできないか、などの提案もありました。 

 また、今回は、活動 2年目の団体が中間報告として活動発表を行いましたが、アドバイ

ザーからの助言は、活動の中間評価としても位置づけられるとのことでした。アドバイ

ザーからの助言やディスカッションでの意見から得られた気づきを、残りの助成活動期間

において反映し、ワンステップ上の活動となるよう、各団体が展開されることが望まれま

す。 

 

(5)  アンケート結果（抜粋） 
 報告会の参加者のうち、86.5%が NGO・NPO に所属して

おり、継続年数は 3 年未満から 20 年以上まで、多様な

参加がありました。 

 また、今回の報告会はあなたにとって「有意義」で

あったかとの設問に対し、「とても有意義」「有意義」

と回答したのは全体の 98.1％を占めました。 

 有意義であった理由として、「講演や発表者からの情

報を得られたこと」が最も多く、次いで「ディスカッ

ションや意見交換ができたこと」との意見が挙げられます。 

とても有意義, 
23.1%（12件）

有意義, 
75.0%（39件）

無回答, 
1.9%（1件）

 

 

 

（全体会） （分科会） 


